
令和6年度「清流の国ぎふ森林・環境税」を
活用した事業の全体計画

　県では、豊かな森林や清らかな川を守るため、平成24年度から「清流の国ぎふ森林・環境税」を導入し、５年ごとに見直しをしな
がら、自然環境の保全・再生に向けた取組みを進めています（第１期：平成24～28年度、第２期：平成29年度～令和３年度、第３
期：令和４年度～令和８年度）。令和６年度の「清流の国ぎふ森林・環境税」を活用する事業については、以下を予定していますので
お知らせします。

●詳しい内容を知りたい方は TEL 058-272-8472 森林活用推進課森林活用係まで

今年度も各事業の取組み状況を毎月掲載します。

活かす知恵

と を森林 人
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●詳しい内容を知りたい方は　TEL（0575）35ｰ2525  県立森林文化アカデミー まで
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イ
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●詳しい内容を知りたい方は　TEL（0575）35ｰ2525  県立森林文化アカデミー まで
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込
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し
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